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耕作 2 年目の火入れ区で土壌中の無機態窒素量は 1 年目より減少したが、耕作 2 年目の
火入れなし区よりも高かった。可給態リンは火入れ区の耕作 1 年目・2 年目で変化せず、
依然高い値を示した。収量はこれを反映し、2 年目の耕作で収量は 1 年目より減少するも
のの火入れなし区より依然高く、火入れによって少なくとも 2 年間増収することがわかっ
た。火入れなし区では土壌の中の窒素無機化量・可給態リン量が 2 年目に増加したにもか
かわらず収量は増加しなかった。2 年目で雑草量がトウモロコシ生育後期に増加したため、
収量増加がみられなかったと考えられる。 
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図 耕作年数、火入れの有無によるトウモロコシ収量
(2009 年収穫)の違い 
